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近畿地方整備局コンプライアンス・アドバイザリー委員会
日 時：令和４年３月7日（月）１４時００分～１６時００分

新型コロナ感染症防止のためＷｅｂにて開催
出席者：アドバイザリー委員

近畿地方整備局コンプライアンス推進本部員

－ 議 事 次 第 －

１ 委員紹介

２ 近畿地方整備局コンプライアンス推進本部員紹介

３ 本部長挨拶

４ 議事
（１）委員長の選出
（２）委員長代理の指名
（３）令和３年度近畿地方整備局コンプライアンス推進計画の取組状況報告
（４）近畿地方整備局発注者綱紀保持マニュアル（第9版）改訂
（５）令和４年度近畿地方整備局コンプライアンス推進計画（案）
（６）コンプライアンス全般に関する意見交換
（７）その他



過去の不正事案及び再発防止について

過去の不正事案について、いくつか教材化されているが、令和３年度に発生した北海
道開発局及び九州地方整備局の不正事案についても、今後、教材化し、活用いただきた
い。

令和３年度推進計画において、ハラスメント防止を最重点取組としており、全職員の
意識が向上したとのことであるが、ハラスメントとは頭では認識していても起こりうる
問題であり、令和４年度も引き続き重点取組の項目とする方がよい。
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令和４年度コンプライアンス推進計画について

▲ 左列（上段から下段の順に）
飯村委員長、井上委員、小西委員
右列(同上）
吉川委員、渡邉委員、東川推進本部長



コンプライアンス全般について

コンプライアンスについては、知識はあっても、遵守するための方法や意欲という面
に問題がある場合がある。実際に不祥事等があった場合、内部で相談はしづらい部分も
ある。抽象的に、局長が「相談してください」と呼びかけるだけでなく、外部にも相談
できるということを強調する方が良い。
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今年度に発生した国土交通省の統計報告の書き換えについても、発覚してからもいか
にして取り繕うかに気を取られていたように感じる。トップが適切な処理に向け、具体
策に向けて本気度を示すことが重要。

ポップアップメッセージ等、トップが顔出しすることに意義がある。「見守られてい
る」と感じ、具体的な仕事へのやりがいに繋がるので随所で取り入れてもらいたい。
また、外部ＨＰの「組織概要」等で、局長が顔出しをすると一般市民や事業者に安心

を与えると思われる。本委員会報告においても、委員長の顔出しを検討されたい。


